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平成３１年度国民健康保険特別会計予算

歳入歳出予算総額

１１０億９,１４５万４,０００円



宜野湾市

３４３４３４３４.２２２２%

県内ワースト１位

驚きのtt



正解�

報告の後半で・・・



医療保険制度の体系

� 我が国の医療保険制度�職域保険（被用者保険）と地域保
険の２つに分類され、国民�いずれかの保険に加入する国
民皆保険制度となっています。

職域保険
（被用者保険）

地域保険

全国健康保険協会
（協会けんぽ）

健康保険組合

共済組合

船員保険

国民健康保険組合

市町村国民健康保険市町村国民健康保険市町村国民健康保険市町村国民健康保険

後期高齢者医療制度

（主に中小企業の被用者）

（主に大企業の被用者）

（国家公務員、地方公務員）

（船員）

（医師国保、建設国保など）

（被用者保険、後期高齢者医療制度
に加入していない地域住民）

（75歳以上の人など）



国保に加入�どんな人？

• お店を経営している人、農業・漁業などに携
わっている人とその家族

• パート・アルバイトなどで職場の健康保険に
加入していない人

• 退職などにより、職場の健康保険をやめた人
とその家族

• 外国人登録を行っていて、日本に１年以上滞
在する人

※「国民健康保険ガイドhttp://www.kokuho.info」



市町村国保の世帯主の職業別構成割合

昭和36年 平成26年

農林水産業者 44.7 2.5

自営業者 24.2 14.5

被用者（パート等） 13.9 34.4

その他 7.8                      4.8

無職 9.4                    43.9

・昭和36年に�、農林水産業者、自営業者�約7割を占めていた。
・近年�、被用者や年金生活者等無職者の割合が約8割を占めてい
る。



市町村国保の抱える構造的な問題

①年齢構成が高く、医療費水準が高い

②加入者の所得水準が低い

③保険料負担が重い

④保険料（税）の収納率の低下



現行の国保制度�、少子高齢化の進展や医
療技術の高度化により、医療費が伸び続ける。

また、国保税負担能力の低い加入者が多くを
占めている実態がある。

その結果・・・

＝歳入が少なく、歳出が多い＝



２．宜野湾市国保の状況



宜野湾市の国保

年度年度年度年度 総人口総人口総人口総人口 世帯数世帯数世帯数世帯数

国民健康保険加入者国民健康保険加入者国民健康保険加入者国民健康保険加入者

加入者数 世帯数
総人口に占め
る割合

平成25年度 95,706 40,559 31,272 16,406 32.68％

平成26年度 96,453 41,205 30,474 16,186 31.59％

平成27年度 97,194 41,924 29,421 15,985 30.27％

平成28年度 97,662 42,662 28,025 15,532 28.70％

平成29年度 97,845 43,245 26,755 15,176 27.34％

国民健康保険加入状況 ※各年度3月末現在（単位：人・％）

※国保加入者減少の理由
平成20年度に後期高齢者医療制度が導入されたことに伴い75歳以上�後期高齢者へ移行。
社会保険加入等。



調定額調定額調定額調定額（（（（一般一般一般一般）））） 収納額収納額収納額収納額（（（（一般一般一般一般）））） 収納率収納率収納率収納率（（（（一般一般一般一般））））

平成25年度 1,838,104,413 1,701,154,996 94.01％

平成26年度 1,821,079,980 1,714,111,963 94.17％

平成27年度 1,788,340,420 1,693,623,904 94.79％

平成28年度 1,827,905,355 1,746,262,979 95.59％

平成29年度 1,823,450,968 1,756,478,409 96.36％％％％

国民健康保険税国民健康保険税国民健康保険税国民健康保険税（（（（現年分現年分現年分現年分））））のののの調定額及調定額及調定額及調定額及びびびび収納額収納額収納額収納額・・・・収納率収納率収納率収納率のののの推移推移推移推移
（単位：円）

宜野湾市の国保



宜野湾市宜野湾市宜野湾市宜野湾市 沖縄県平均沖縄県平均沖縄県平均沖縄県平均

平成25年度 262,996 276,918

平成26年度 278,997 287,062

平成27年度 287,820 298,165

平成28年度 286,776 304,262

平成29年度 302,319 317,884

一人当たり医療費の動向 （単位：円）

宜野湾市の国保

※全国の市町村国保の一人当たり医療費 → 平成27年度349,697円



平成平成平成平成２７２７２７２７年度年度年度年度 平成平成平成平成４７４７４７４７年度年度年度年度

国保被保険者 476,083人 343,596人

0歳～19歳の割合 19.1％ 13.0％

65歳～74歳
（前期高齢者）

19.7％ 28.1％

一人当たり医療費 277,642円 332,500円

沖縄県沖縄県沖縄県沖縄県におけるにおけるにおけるにおける被保険者数及被保険者数及被保険者数及被保険者数及びびびび一人当一人当一人当一人当たりのたりのたりのたりの医療費医療費医療費医療費のののの見通見通見通見通しししし

（（（（沖縄県広域化等支援方針沖縄県広域化等支援方針沖縄県広域化等支援方針沖縄県広域化等支援方針））））



歳出に対し歳入が不足している金額は

△2億7,596万円

平成２９年度宜野湾市国民健康保険決算の状況



赤字の要因�・・・

○団塊世代（昭和22年～24年生）が全て前期

高齢者（65歳～74歳）に入り、医療費�伸び

続ける見通し。

○前期高齢者交付金が他県に比較して、少な

い。（沖縄県も近年�前期高齢者の割合が

増加傾向で、交付金も増えてきている。）



保険料の値上げにつながる・・・

国保の財政赤字が増え続ける

このまま医療費が伸び続ける



医療費を抑えるために私たちができ
ること�なにか

• ジェネリック医薬品の利用。

➡全国平均65.8% 宜野湾市81.8%

• 健康意識の向上及び自発的な健康づくりの
推進

• 特定健診を受け、自分の健康状態を知ること。



抜粋

�

�

�

�



特定健診と�

• 日本人の死亡原因の約６割を占める生活習
慣病の予防のために、４０歳から７４歳までの
方を対象に、メタボリックシンドロームに着目し
た健診を行います。

厚労省HP より
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000161103.html
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特定健診特定健診特定健診特定健診のののの受診率受診率受診率受診率



真志喜中学校区



特定健診がなぜ大切か。

• 検診を受けることで、自身の健康状態を把握
し、健康づくりにつなげる。

• 生活習慣の改善が必要な方�特定保険指導
により、生活習慣病の予防で医療費の増大
を抑える。



特定健診を受けない理由

１位 時間がとれない

２位 子供を預けられないから

３位 費用がかかる

４位 面倒だから

５位 必要な時に医療機関で受診できる



特定健診普及のために行っている対策

集団健診、日曜・夜間健診案内ハガキの送付

国保課、児童家庭課の窓口での受診勧奨

特定健診受診勧奨を医療機関へ協力依頼

モデル地区への受診勧奨強化(真栄原地区)

市報、防災無線、ＦＭ宜野湾などを活用した周知



まとめ

生活習慣病の予防と
健康意識を高める

病気の予防と早期発
見により重症化を防ぐ

医療費を抑制すること
ができる

保険料の値上げを抑
えることができる

特定健診


